
CHATEAUBRIANDの詩集  
r』βエg』乙ばかgエ』MrLrREについて  

佐 藤 弓 葛  

Chateaubriandの生涯の親友で、文学上の最もよき忠告者Fontanes（Louis，  

marquis de）（1757L1821＝11歳年上）はChateaubriandが韻文をすてたこと  

をたいへん残念がった。   

〃g∽Ogγe∫♂0〃わで－fo∽∂eにもしるされているようにRen占は青春時代には  

韻文を作った。しかし、それは彼自身が言っているようにあくまでも人に見せ  

るためのものではなく、「Musesは彼にとっては家の守護神であった」。もち  

ろんそうたくさんは作っていない。（1831年63歳で発表した劇作ルね訟e（韻文  

劇）は除外する。）姉のLucileとコンプールの館の森を散歩している時、Ren昌  

が目を輝かせ、汚れなき自然に抱かれる人間の孤独の心地よさを語るのを姉が  

聞いて 《Tu devrais peindre tout cela》「そうしたことを皆措かねば駄目  

よ。」1〉 と言った。その言葉にうたれて、たちまちRenるの心の中にMuseが  

現われたと言っている所からしても、この頃から彼が韻文で作詩をはじめたの  

は事実とみて差支えなかろう。   
しかも彼の最初の詩集（17糾年15歳から、17S9年ユ0歳のもの）はすべて自  

然に対する愛を詠んだものである。   

それは牧歌（Idylles）と言ってよいものであるが、いわゆる彼自身が言って  

いるように「羊も羊飼も殆んど出てこない」田園抒情詩である。Cbateaubri－  

andはそれに T加兄餌Ⅲ∬‘お1b．Nムhm と言うタイトルをつけ18翁年（00歳）  

全集Edition Ladvocatの第22巻に挿入して発表している。   

韻文を作った時代から朝）年を経ているので、作品に手を入れたかどうかは  

さだかでないが、Chateaubriand自身は序文で 《Je n’airien ou presque  

rien chang占a ce＄VerS．》「私は全く或は殆んど全くこれらの韻文を変えなか  

った山と述べている。しかし序詩の舟朋肌戒血（祈願）にはじまり最後のエビ∫  

αガム措（別れの言葉）で終る10篇の詩の配列は明らかに作為的であり、また  

【1】   
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序詩と最後の詩はその作詩時期に大いに疑惑がもたれる。   

しかし、ア扇血肌珠de払J暁伽肌 と言う表題は奇しくも1797年、彼がロン  

ドンで発表した「革命試論」瓜ぎdf∫〃γJeざr‘uog〟め〃ぶの第54草の注と最終章  

第57章の注に出ているので、Chateaubriandが青春時代にすでに自然描写に  

は、そうした題名がふさわしいと思っていたことは聴かであると言えよう。問  

題はその「革命試論」に出ている2ケ所のiTleS乃抽αばぁJα∧bJ〟柁が如  

何なるものかを調べることが必要であろう。   

はじめの第54章では Ren占がサン・マローからアメリカに出帆し、乗船し  

た船Saint－Pierre号が途中で島に停泊した時、彼が船中で知り合ったイギリ  

スの青年∴n且misTullockと共に食事の後、Ossianのエピソードの中に出て  

くる不幸な有名人を記念して建てて遊んだ四つの石と言う箇所の注として次の  

ように善かれている。  

《Il‘taittir占de乃1eSプbみJβ〟Jα滋Jα入bf餌γg，quequelquesgensde   
le托re8Ont COTlmS，et quiontperlCOmrneJele rapporte ci－apreS・》  

（ロンドン版p、錮0の注：全集Ladvocat版では第ⅠⅠ巻、第54葦）  

従って、このmes7b抽α躍de gd八bf祝rgはOssian流のものとあるので  

10篇からなるこの詩集を指しているものとは考えられない。   

最終章の注にある 7b肋β沼（おね」ⅥJ紬γβは「アメリカの未開人のもとで  

の夜」A加古r cゐど忍ん＝α〟むα評∫滋g’止痛頑叩の中に出て来るのでナッチェ∴ス  

族の風景を指している。Ren占の心に忘れ得ぬ印象を与えたナイアガラの漆布  

の景観である。注には次のように措かれている。  

（くToutce quisult，aquelquesadditionspres．esttir占dumanuscrjt   
decesvoyages，quiaperlaVeC Plusieur＄autreS OuVrageS COmmenCeS，   
telqueんぶ乃∂おd打方虎ね八b如g，1’ムistoire d’une Nation Sauv喝e  
du Canada，SOr亡e de Roman，dontle cadre rotalemenrneuf，etles   
PeZntureS naturelles6trangeres孟notre climat，auraient pu m6riter   
l’irldulgenceduユectel】r．》  

（ロンドン版p－672の注：全集Ladvo⊂at版第ⅠⅠ巻、p．418の注）  

上の注から見れば、これほ明らかにアメリカの自然を指している。それに  

Cba托aubriand自身も1826年版（全集第Il巻）のN．Ed．でこの注にさらに  

新しい注をつけrこれはナッチェス族に関するものである」《11s’agiticides   
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入ゎ行九㍑》 と言っている。従ってこれも10篇からなる韻文の詩集を指してい  

ないことは明らかである。   

7七抽d〟ガdeJd入b～〟rgが失われた詩集であるとするならば、1828年に発  

表した序文の中でも作者は喜んで、失われたこれらの詩が再び発見されたこと  

に触れるのが当然であろうに一言もそれには触れてない所からしても 動∫αf  

∫祝γge5γゐoJ㍊ffo乃Sに出て来る2度のmeS rαあJeα祝よdeヱα肋わ汀eは明らか  

に10篇からなるこの韻文でないことは理解出束よう。  

さて、且FJdオJ祝γJg∫rゐoJ〃fオ0〝∫の第2部第23章の注で、やはりアメリカの  

自然の美しさに触れ、感激して口をきかなくなる箇所に表題的名称ではないが  

次の一文がある。  

く〈J’aitotりOurS remarqu6qu’al’aspect d’un beau tableau dela  
nature on tombeinvoIontairement dansle silence、》  

またChateaubriandが1795年に発表した一書翰Lettre suYl’art du des－  

sin dansles♪aysagesの中にも1es tableaux dela nature2〉 と言う言葉があ  

る。   
さらに彼がイギリスから帰国し、Fontanesが編纂していた肋γC〟rど滋  

ダk椚αに協力して1802年に発表した 仇祝乃g論3）の中にも tableaux dela  

nature と言う言葉が見出せる。   

しかし、これらの tat〉1ealユⅩdela natⅦreは作品名としてではなく、文章  

の中の言葉として記されているから作品でないことは明白である。   

こうして見るとエe∫入bJc如才（1826年）を発表した後、青年時代の韻文を集  

め発表するに当って Chateaubriandは：その内容にふさわしい表題として以前  

から脳裡をかすめていた 7七抽dtα虎Jα入転地γeを選び出したとみるのが最  

も妥当ではなかろうか。   

ル‰ozγβ∫d’0α∫γβ－g〃m∂e（1849年）の第1部第3巻第7葦にあるmあJβα祝∬滋  

gαJ症l加eと言う言葉は1826年の几〃元0玩㍑d＝悩＝元のその箇所には《1a  

petite pleCe Surla for6tニFor6t silencieuse》 とあるだけでTabhazLXdela  

入bねげe とは善かれていないのであるから、その後付加したことは明らかであ  

り問題ではないが、1826年の皿形元≠h紺（お7撒〇Uおの中に作品名として r〃一  

抽α肌鹿J〃凡血γeが出て来ないと舌うことは、やはり瓜∫αg∫〟rわ∫γゐoJ〟－  

め那の九†es7七あJeα姉（おJβ八b才以γe とはもちろんちがうことを意味するし、   
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また韻文の表層が7も占おα〟方滋わ∧なJ〟柁として選ばれたのも1826年以降の  

ことと見るのが至当ではなかろうか。   

＊ ＊ ＊  

さて10篇からなる韻文は下記の通りである。  

吾郎沼「序文」  

1・九肌肌扁血「祈願」   

2・上α凡rβf「森」   

3・エg jわみ，d〃∂or（7ゐJd肋γ「夕べ、海のほとりにて」   

4・工gぶofr，血刀∫〟〃eUα〝ゐ「夕べ、ある谷間にて」   

ゝ 八如月り血助ゆ「春の夜」   

6・肋ゴf♂d〃fo，乃乃β「秋の夜」   

7・エβ♪〟〃fe†坤∫，J’♂‘gefJ’九fueγ「春、夏、冬」   

8．エd∽er「海」   

9．エ’』別0肘血JαC（l叩か曙靴「田園への愛」  

10．エ飢∴仇嘉の招「別離」   

それでは10篇のうち確実に青春時代の作品とみられるものを調べてみよう。   

まず、最初に挙げられるのは1790年に文芸雑誌』伽闇睨ん鹿＝偽此に発  

′一－一 束された第9の風景すなわち エ’』∽川r（おJd Cα椚♪α即g「田園への愛」であ  

る。それから1802年Fontanesによって一詩人の16歳の時の詩として脇r－  

c〟redeダr（Z〃Ceに掲載された第2のタブローん＝恥励「森」で、この2篇に  

ついては後に詳細に述べるが、とにかく内容に多少の相違があるにせよ、Cha－  

teaubriandの若い時の作であることには疑問の余地がない。   

第6の詩∧混＝わ抽加肋「秋の夜」も前半35行目までは1802年にル毎γ一  

c〃γβd¢舟α〃Ceに発表されているから確かと言える。しかし36行目から最後  

の69行目までの追加分はいつの頃の作詩だか明らかでない。   

その他のものもいつの作だか正確なことは解らないが第ヰの詩エビぶ0れ  

ゐ刀∫∽βUβJJge「谷間の夕べ．にはOssian的調子がみられるし、またChe一  

valjer deParllyのgg車e∫の影響も多少感じられる様に思えるから20代まで  

の作かも知れない。   
第3の詩エgβ∂れd〟み〃γdゐね椚gr「夕べ、海のほとりにて」について  

はJulesJaninが15歳4）の時の作であるとしてβ鐸d∵蝕γJαも壷1好一k一肌一  

打喝㍗鹿』攻C‰由助かね疋「シャトーブリアン氏の生涯と作品論」（1838年）   
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に全文をかかげているが、その理由は示されていない。しかし、《La sancl  

tuaire o（11e Dieu s’irltrOduit》 と言う行をみると、わぎわざIe Dieuとし  

てあり、如何にも大革命前のフランスの空気が感じられるように思えないこと  

もないし、またChateaubriand自身ギリシャ文学に憧れていたのでIeDieu  

が出現したのかも知れないが、いずれにしてもRen長の青年時代の香りの強  

さがみられる。   

また第8の詩LaMer「海」の書出し《Desvastes mers tableau philo－  

50phique》にも、如何にも18世紀末的表現が強く現われている。   

ChateaubriandはTableauxdela．Nblureの序文で当時の流行にならって  

自分の詩にもinversion「語の倒置」が多いと述べている所からみれば第5の  

詰も青春時代の作とみて差支えないかも知れない。それにこの詩は極めて凡庸  

なところからも案外早い時の作ではなかろうか。   

こうして見ると、配列の年代順の是非はともかく、弟1と第10の詩を除け  

ばChateaubriandが序文で言っているように「殆んど書き変えなかった．と  

認めるこ とも、詩の形式や内容から検討すれば余りはずれていないかも知れな  

い。   

しかし最後の第10の「別離」には多分に疑惑がもたれる。   

この詩の出だしは  

「暗が私を呼ぶ、これらの詩歌を終らねばならない  
おお谷よ、お前を去るに当って、私はお前に挨拶する」   

と言って別れを告げている。   

これが1790年代とすれば1797年すなわち詩人が認歳の時にGrayの詩を  

まねて「田舎の墓地」んば油壷紹肌dk呵融和がロンドンのPeltier氏の新  

聞Jo祝γ邦αgde掬わsに発表されているので、Chateaubriandは風景画の詩と  

の別離の後にも韻文を書いていることになるからエg∫d戊β祝ガは意味をなさな  

くなる。   

しかもこの「田舎の墓地」はSainte－Beuveも指摘しているごとく ChBL－  

teaubriandの韻文としては多分に詩人として才能のみられる作品であるから  

第10のエg∫d‘掠〟ガは詩の体裁を整えるために後から書かれて付けたされた  

ものと見る方がむしろ正しいのではなかろうか、それに最後のその詩には彼が  

わざわざ序文で述べているinversionも余り見られないし、またどことなく散  

文を韻文に書変えた感じさえするように私には思えるのである。   
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それでは確実に発表された作品についてのみ深く掘り下げてみよう。  

＊  ＊  ＊  

J∴J′〃㈹∫lんん＝・－〃〃♪・Jぎー－∫く  

「田園への愛」   

Chateaubriandの生涯で最初に公にされた作品がこの「田園への愛」と言  

う詩である。  

1790年のノ射仙川傲油d郎几瓜眠「詩神年鑑」と言う文芸雑誌の205真に掲載  

された。ちょうどPons de Verdun5）と Hofhnan6）の詩の間に置かれてい  

る。作詩者はChevalierdeC（ombourg）となっている。時に彼は21歳であ  

る。   
Ren6がCombourgの館で姉のLucileと夢想に耽り青春を無為にすごし  

ているのを気づかった父親は彼のた桝こNavarre連隊の歩兵将校の肩書を得  

て、それを彼に与え1786年8月（17歳）Combourgより連隊のあるCambrai  

に向け発たせた。途中Ren昌はParisにより兄姉にあい、それから任地に向  

ったが貴族遠藤は嘱なので、Parisにいる時が多く、その間に姉Julieすなわ  

ちMme Comtesse de Farcyが開いていた社交界でParisの文人達と知り合  

った。もちろんChevalierdeCombourgは田舎出の青年であったからもっぱ  

ら聞き役であったが、この間に文学的知識を大いに貯えた。ギリシャ熱にとら  

われ毎日OdyssるeとCropるdiaを訳すのが彼の日課であったのもこの時期で  

ある。彼がつき合を得た主なる文人はDelisledeSales7），FlinsdesOliviersS〉，  

ChevaljerdeParny9），Ginguen占10），LeBrun‖），Chamfort12〉，La HarpelB），  

Fontanes14－，Panat15）等である。   

Panatは当時のRen6を次のように評している。《Ilest pleinde g6nie，  

quoique姦demifoは》「少し気狂じみているが、才能は抜群だ。．   

この短い言葉にはChateaubriandの将来を何にか予言しているようなひび  

きが聞かれる。   

さて、その頃次第に政情悪化し、やがて大革命を迎える（1789年7月）。Cムa－  

teaubriandは人民の激しさと暴力に怒りをおぼえる。一方FontanesやFlins  
モデラトウール  

des Oliviersは新聞Mod6rateurに協力する。中 庸（中道）すなわち幸福と  

しての自由は両極端の間にあると主張する運動である（1789年10月より17咲）  

年4月初まで）。   
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Chevalierたる青年Chateaubriandは Delisle de Salesの保護のもとに  

エ，』mo〟γde gαCd〝ゆd評β を発表する。最初の発表だけにその成功にかけた  

Ren6の心配と希望はLadvocat版のChateaubrjand全集第22巻の序文を  

見れば容易に察せられる。  

《Que faisiez－VOuS donc？pJe m’ennuyais・－Ainsivous ne vous  
sentiez aucune ambition？－Sifait＝a force d’intrlgueS et desoucis，   
Je ParVins，Parla protection de Delisle de Sales，五1a gloire defaire   
ins占rer dansl’Ahla11aCllde5n瓜ぷeざunejdyユユe（g’』仰〃〟γゐゐcα研一   

Pagne）dontl’apparitionmepenSafairemourirdecrainteetd’esp6－  
ranCe．》  

「では君は何をしていたのか、一退屈していた。－それでは何の野心もなかっ  

たのかね。－－いや、あった。苦労に苦労をかさねやっと Delislede S81esの保護  

の下に、「詩神年鑑」に「田園への愛」と言う牧歌を一つ入れさせて貰うことに成  
功したが、出版に際し、心配と希望でわたしは生きている気持もない思いだった。」   

このようにして Ren‘の処女作「田園への愛」は1826年に上述の全集の第  

22巻〃挽喝郎扉P減衰の中のT適才βα払方鹿Jα入b加eの第9の詩として  

再び収められている。   
全集に出ている上述の引用文と 腰椚0オγβ∫♂〃〃けe－紬mみeの第1部第4巻第  

9章（Plるiade版T・1，P・134）に出ている文章との相違は直接作品に関係は  

ないが、晩年のChateaubriandのDelisle de Salesに対する態度がすかし  

て見え興味をそそる。  

《Que faisiez－VOuS doncトJe m’ennuyais・トAinsivous ne vous   
sentiez aucune ambjti（〉n？Sif2ijt：占force d’intrlgueS et desoucis，   
j’arrivaiala gloire d’ins6rer dans 《1’Almanach des Muse＄》une   
idy11e dontl，apparition me pensatuerd’esp6ranceet de crainte・》   

このようにDelisle de Salesの名も、またその保護を受けたと言う言葉も  

きれいに削られている。また題名エ】』椚0“γdeJdCα，坤β卯eもただuneidylle  

とだけしか記されていない。   

二つの引用文の最後の行では《me penSa faire mourir》 が 《me PenSa  

tuer》 となっていて三つの動詞を列べるより二つの方が簡潔であり、しかも  

tuerの方が感情的に刺げきが強いし、最後のesp6ranceとCrainteの倒置に  

も効果をねらっている作家の酉己慮がみられる。  

さて、17％年に発表された詩とこの第9のものとの相違は文章には見られな   
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いが句読点において6ヶ所の遠いがある。しかしそれらの相違は作家の意図に  

よるものか、印刷屋がそうしたのかは明らかでない。いずれにしても Cha－  

teaubriandの最初に出版された作品であるだけに、詩のよしあしはとにかく  

として極めて貴重なものである。まず全文を引用して訳してみよう。  

L，Amour dela campagne  

Que de ces pr6sl’6mailplait amon c（ヱur！  
Quedeces boisl’ombragem’in亡占resse！  
Quandje quittaicette ondeenchanteresse，  
L’hiverregnoit danstoute sa fureur．  

Et cependa】〕tmes yeuX demandoient・Ce rivage；  
Etcependantd’ennuis，dechagrlnSd6vor6，  
Aumi1ieudes palais，d’hommes froidsentoure，  
Je regret亡Ois partou†me5amis du village・  
MaisleprlntempSme rendmeschampsetmes beauxJOurS・  
Vousm’allez voir encore，6verdoyantes plainesI  
AssisnonchalammeTltauPr伝sdevosfontaine＄，  
Un Tibulle為1a mai∫】，me nOurlssant d’amours．  

Fleuve de cesvallons，1a，Suivanttes d6tours，  
J’iraiseulet content gravir ce mont paisible；  
Souven亡tu me verras，1nquletet Seヱ1Sibユe，  
Arret6surtes bordsenregardantton cours・  

J’yveuxteTminermacarriむe；  
Rel）tr6danslaI】uit des tombeaux，  

Mon ombre，enCOretranquille et solitaire，  
Dansles for8tschercherale repos、  

Aus阜】Ollrdesgrandeursmonnommourrasansgloire，  
Maisilvivralongtempssouslestoitsderoseaux；   
Mais d’まge enage，en gardan亡1eurs  
Desbergersattendrisferontmacourte   

“Notre ami，dironトils，naqultSOuS Ce  
“11commen四Sa Vie占1’ombre de ces  
“Illapassacouch6prもsdecetteeau｝  
仙Et sousles月eurs sa tombe est dans  

けOuPeauX，  
histoire：   

berceau；  

Ch£nes；   

CeSplaines．”  
（Neu几－i占me T丘bleau．）   
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田園への愛  

なんと、この牧場の色とりどりの花はわたしのJL、を楽しませてくれることよ。  

なんと、この森の木かげはわたしに気に入ることよ。  

わたしがこのうっとりする水の流れと別れた時  
冬はまさに厳しくたけなわであった。  

だが、わたしの目はあの川岸を求めていた。  

だが、うかぬ気持と心の激しい苦しみを抱いて  

館のさ中で、心つめたき人々にかこまれ、  

わたしは到る所に里の友等をなつかしんでいた。  

しかし春はわたしに畑と青春を返してくれる  
オーみどりの野よ、汝等は再びわたしに会いに采よう  

汝等の泉のほとりにむぞうさに坐ったわたしに、  

手にチビュルスー冊を持ったわたしに愛をはぐくみながら  
あの谷間の流れ、そこで汝のうねりを辿り  

わたしは独り楽しく、あの静かな山をよじ登りに行く。  

汝はよくわたしを見かけるであろう、汝のほとりで流れを眺めながら足をとどめ  

る不安な感じ易いわたしを。  

わたしはここでわたしの生涯を終えたい。  

墓地の齢こ戻った  
なお静かで、孤独なわたしの亡霊は  

森の中で憩いを求めるであろう。  

数々の偉大さのある世に、わたしの名は栄光もなく死ぬであろう。  

Lかし、それは葦の屋根のもとに長く生きよう  

だが、年がたつにつれ、羊の群を見守りながら  

やさしい羊飼達はわたしの短い人生を物語るであろう。  

《我等の友は、と彼等は言をう。このようらんのもとに生れ  

この柏の木かげで暮らしはじめ、  

この水のほとりで眠り人生をすごした。  

そして花にうもれた彼の墓はこの野辺にある。》  

この韻文は4行12行4行4行4行計28行からなり、最初の4行は10綴、次  

の12行は12綴（alexandrin）、次の4行の初め2行は8綴、後の2行は10綴、  

第3番目の4行はまたalexandrinで最後の4行は初めの2行がalexandrin  

で彼の2行が10綴である。   

また押韻は最初の4行はabba＝mffmで次の12行も cddc，effe，gh   
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hg＝fmmf，mffm，mffmで抱擁韻（rimes embrass6es）であるが、次の  

4行はabab＝fmfmの交韻（rimes croisるes）となり第3番目の4行はまた  

rimesembrass6esに戻り、最後はまたrimescrois6esになっている。従って  

rimesm占1‘esと言うことになる。  

Chateaubriandが全集第22巻の序文でも言っているごとく当時流行の詩人  

Dorat16）（Claude－Joseph，1734r178CI）の影響を受けた詩の形式と言えよう。く  

だけた時はiO綴を好み押韻も自由で8綴も入れるし、81exandri∫】でも書くと  

言う点がみられるからである。   
また最初の2行は《Que decespr占sl’imail・・リQuedecesboisl’om－  

brage・‥ ではじまり、次の12行のはじまりも 《Etcependar］t・・・，Et ce－  

pendant．‥ となり、第3番目の4行の2行目と3行目は 《九Tais・‥，入来is   

・と列べているが、美しくもないし、上手な並列とはお世辞にも言えない。  

如何にも初心者の気負いと言う感じが現れているように思える。最初の2行の  

inversionsもまずさが目立つ。2番目の4行詩に見られる《Rentr6・・・，Mon  

Ombre．‥ にも文法的に多少無理があるし、《E亡Cepeヱ1darlt d’eユーnuis》 や  

《CommenGa Sa vie》 の配列も余り感心出来ない。   

詩の内容は表題が示すごとく、若き詩人が心をよせる田園への哀愁が読まれ  

ている。Parisに出て来て、文人の社交界に出入りしても、自分の心にまっ先  

に感じられる状景は8reragl－eの静かな森に育った、もの悲しい自分の姿であ  

る。   
Chateaubriandが最も好み、生涯彼につきまとう ennuiと言う言葉がこの  

最初の作品から用いられていることも意味深いことである。   

作品月e〃♂に見られるennuiも、Gぁお血C伽正才ぬl那研gに措かれている  

助川噸混ゐり献血那凋念の不安定）も、ルⅣ㈹0よγe∫♂0以才re一‘0†和みeの巻頭に  

ある 《Sicut n11bes．．．quasinaves‥．Velut umbra》「雲の如．．．船の如  

．．．風の如」も、さらには最後の74歳の時の作品F緑（おjむ沼dに折込んだ  

Reni－Ranc6のennuiも、その源に遡ればすべてこの処女作の詩に読まれた  

ennuiをはじめとすることを知れば、Chateaubriandの血に流れているinvi－  

Sibleな特質に触れる思いがする。それはやがて 《Malde Ren昌》 となり  

《Malde Si昌cle》 と言う大きな流れに発展する。  

＊  ＊  ＊   
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手に一冊のTibulleを持って谷間の流れに沿い、野や山をさまよう Che－  

valier Chateaubriand。これこそ詩人を憧れる若者の姿を代表しているのであ  

る。   
Tibulle（Aulus AlbiusTibul1us）（西紀前54年一西紀18年頃）が18世紀  

後半大いに流行し、1763年にはLebrun－PindareはAcad6miedelaRochelle  

に un dtscour sur Tibulh？を送り、NivernaisはTibu11eのた捌こOvide  

（PubliusOvidiusNaso）（西紀前43年一西紀17年）をやつつけている。1777  

年にM・deLongchampsによってTibu11eの訳が出ている。   

Mimoires d，outre－tOmbeの弟1部第2巻第3章に 《Je d6robaiun Ti－  

bu11e》 とあり、Chateaubriandが12，3歳の時ギリシャ・ラテンの詩人の作  

品に夢中になって隠し読みしていたことが書かれている。また若き日のRen占  

が夢中で暗記した先輩の詩人Chevalier de Parl－yは死の床ついていたVol－  

taireに 《Cher Tibulle〉〉 と呼ばれ、Le Brunからは 《DemiTibulle》 と  

呼ばれていた。   

従って「手にTibu11e一冊を」と言う言葉はこの詩の発表時期から察する  

と案外フランスのTibu11eすなわち Chevalier de Parnyの詩集かも知れな  

いと見るのもそう突飛な思いつきではないのでなかろうか？Chateaubriand  

自身も 瓜∫α～mγJβ∫rgUO如才∂〝∫の第1部第22葦の中でParnyの詩上賊如  

を引用し《TibulledelaFrance〉〉と呼んで称えているし、Mimoiresd’outre一  

拍扉柁の中でもParisに出て文人と知り合った時、「私はChevalier deParny  

の占1占giesを暗謂することが出来た、そして今でも知っている。」と述べてい  

る程であるから興味をそそる点である。   

青年Chateaubriandは人に知られず名もなく淋しい片田舎の森で死ぬこと  

を望んでいる。ここにも彼の特質が見られる。もちろん彼の1’ennuiから1e  

d6goat dela vieを経て1a mortに至るのは辿るべき当然の道ではあるが、  

Chateaubriandの作品には必ず死が姿を現す。Atalaの死、Renikおける  

Am61ieの死、Les Natchegにおける Chactas，Ren6の死その他OutQu－  

gamiz，Celuta，Mila等の死も含まれる。Les Mar砂rSにおけるVelledaの  

死とEudoreとSimodoc6eの殉教死、Lesderniers AbenciragesのAben－  

Hametの墓石、VedeRanciにおけるDucesse de MontbazonとRanc6  

の死等が見られるし、Chateaubriand自身Mimoiresの中でも《J’6tais pres－  

qtle mOrt，quandje vinsaujouT．》 と述べ、額に死の刻印を捺されて、この  

世に生れて来たかのようである。   
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詩人が自分の回想録にわざわざd’0〟f柁一書o憎みβとつけたしたこと自体如何に  

死（墓）と言う思考が彼につきまとっていたかを端的に現している。18ヰ6年の  

』uα〃ト♪r坤0∫「序文」で彼はそれを説明している。  

《Je pr6fare parler dufond de mon cercueil；ma narration sera  
alorsaccompagn6edecesvoixquiontquelquechose desacre，ParCe  
qu’elles sortent du s6pulcre．》  

ひつぎ   「私は自分の棺の臭から話すことを好む。私の物語りにはだから何かしら神聖な  
ものを持つあの声がともなうであろう。その声は墳墓から出るからである。」   

この墳墓から出る声と言う表現は1833年の 乃所沼＝加血潮血血 にも出  

てくる。さらにはそれより40年遡のぼり 月山正Ⅲh知れ毎流血狐（第2部第  

16章の注）の中にもイギリス王チャールズー世の処刑のくだりで同じ表現がみ  

られる。  

《Les6crits posthumes nousint6ressent；ilsemble que ce soit  
une voix qulS’61占ve dufond delatombe・》   

風邪正皿γk＝東通加ゎ那（1797年）はこのエ’』∽0〃γdeJ8Cα哩αg〃e に最  

も近い時期の作品である。従ってChateaubriand と死の問題は切っても切り  

離せない重要な研究テーマであると言えよう。   

＊ ＊ ＊  

「数々の偉大さのある世にわたしの名は栄光もなく死ぬであろう。」  

《Llu s句our desgrandeursと言うのは当時のChateaubriandにとっては  

文学的先輩、すなわち13ernardin de Saint－Pierre，Delisle de Sales，Gin，  

guen6，Parny，Chamfort，Lel】run，LaHarpe，FlinsdesOliviers，Fon－  

tanes等の栄光を指しているように感じられもする。腰刑∂gγ2∫d’∂才ノ擁－ね鵜鮎  

の中ではひとり、ふたりを除き彼等を2流、3流として取扱っているが、Cha－  
teaubriandがイギリスに亡命中書いた E∫∫α五言混rJe∫γゐoJ〟ffo乃∫の中では彼  

等は高く評価されているし、事実C上はfeau♭riandにとって田舎の片すみで読  

んでいた詩人や哲人達をまのあたりに見たことは何たる素晴しき驚きであろ  

う。以前は作品を通してのみ遠くからあがめていた彼等が今では自分の前で言  

葉ゆたかに話してくれる。また姉のおかげで心、よく仲間入りさせてもらった時  

には自分からは到底話しかけることも出来ない程彼等の存在に威圧されていた   
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のも事実であるから、「私の名は栄光もなく死ぬであろう」と言うように彼等  

に対して自己を卑下した対象となって読まれているとみることも出来るのでは  

なかろうか。   

作品の底に流れているのはか弱さと憂愁、孤独と死であり、それを包んでく  
れる自然への愛である。これは18世紀のDoratや Bernis17〉、Gentil－Ber－  

nardlS）やEou鍋ers19）のけばけばしい、真面目さの欠けた常に遊びを考えて、  

つかの間の快楽をたのしむ人為的な詩歌と大いに趣をことにしている。詩の形  

式においては彼等の影響を受けているが、心情においてまったく異なるのは、  

青年ChateaubriandがやがてrOmantismeのpr6curseurになる特質をそな  

えていたからであろう。   

しかし、イギリスではすでにThomson，Ramsay，Young，Hervey，Gray，  

Macpherson（Ossian）等が活躍し、Sentiment dela natureをテーマにした  

詩が流行していたし、またフランスでもそれらの翻訳が盛んに出ていた。特に  

Le Tourneurの訳に負う所が多い。そしてYoungの「夜」やGrayの「田  

舎の墓地．やMacphersonの「オシアン」の影響は強く、それらをまねた  

imitationの詩がフランスでかなり作られた。それは1780年代の』gmd〃dCろゐ∫  

几九∫eJを見るだけでも明らかである。   

Chateaubriandがアメリカから帰り、イギリスに亡命する以前すなわち  

Parisで文人達と近づきになった頃彼等のグループから脱落しないために寝る  

間も惜しんで文学作品を読みあさったことはわかる。従って8年余に亘るイギ  

リス亡命中彼がイギリス文学に精通する、それ以前にイギリスの有名な作品を  

仏訳にせよ読んでいたことも確かであろう。そこでブルターニュ生れのブルト  

ン人特有のennuiを持った彼の心を最も捉えたものがイギリス文学のSenti－  

ment dela nature：自然を愛し、自然の中に育ち、自然に抱かれて生れ、死  

んで行く情景を唱った詩篇であることも当然であろう。   

フランスにおける Sentiment dela natureは上述のイギリスの影響を受け  

て後、次第にかえりみられるようになって来た。夢想を憧れ多分にmglancoli－  

que的であった Ren占が好んで読むフランスの作品もおのずとそう言う傾向  

のものを選ぶようになるのも理解出来よう。まずJ．－J．Rousseauで血∫dよ∫〟r  

les rdwlutionsの中にも 《Sij’eusse v6cu au temps deJeans－Jacques，  

j’auraisvoulu devenir son disciple》（「革命試論」第2部第26章、初版全集  

の第ⅠⅠ巻268頁）とある程であるからRousseauに憧れたことは言うまでもな  

い。（特にガ∽∠Jeと入b“uggJg月盲J抽eに見られる自然描写。）ついでJacques   
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Delille20）の名を有名にしたGgoγg叩〟e∫（1769年）やエe∫Jβrぁー∫（1780年）も  

読んだであろう。またBu庁onの昂明岬d沌川廊肌（1778年）もBerllardin  

de Saint－PierreのEtudesdelanature（1784年）（hulet mrginieをまこの  

「自然の研究」の第3版（1788年）の第ヰ巻に掲載され、その後1789年に分け  

られ出版されている。）またChevalierdeParnyの‘g辱ビタはもちろんのこと、  

さらにはDelisle de Salesの劫才わ∫坤ゐfe鹿Jα〝dれげeにも目を通している  

であろう。それに最も親しくなったFollt8neSの書いたいくつかの詩篇等数多  

く挙げることが出来る。   

さて、このエ’』椚0以γ鹿JαC〃〝ゆαg〃eには女性に対する愛は読まれていな  

い。T最壷飢∬d占ね花成W の10篇の作品の中でもほとんど女性を対象にし  

ている所はない。ただ第6詩「秋の夜」で1828年に後半35行目以降を追加し  

ている箇所にAd占1eなる女性の愛と喜びが唱われているが、しかしこの詩も  

1802年に几免rぐ〟γβゐ動α乃Cβに掲載された時には3年行目まででAd占1eも出  

て来ず、秋の夜の美しさだけで終っている。   

ChateaubriandのSylphide（女の空気の精）はたいへん有名である。Mi－  

mo如ぶ d’0めで－わ椚玩 の第1部第3巻の第9章と第10の両章において彼は現  

実の女性と激しい想像力から生れる Sylphideとの交錯を語っている。その箇  

所にこうした文章がある。  

「私は自分を一つの神秘であるとみた。心を悩まされず女性を見ることは出来な  
かった。女性が私に言葉をかければ、私は巽赤になるのであった。誰れに対しても  
すでに異常な私の聴病さは女性に対しては余りに大きいので、私が女性とたった二  
人でいる苦しみを嫌うよりは私の知らない別の苦しみの方がずっとましなように思  
われた。」（M．0．T．t．Ⅰ，p．92）  

これは40歳を越えてから書いた文章である。青年期を過ぎたChateaubriand  

は死ぬまで女性関係が絶えたことなく、Sainte－Beuveに言わすれ耳艶福家で  

あったが、青少年時代の彼にとっては確かに女性との接触は母と姉以外なかっ  

たと言えよう。  

「母や姉の姿がその純粋さそのもので被いながら、私の本性がもち上げようとナ  
るペールを厚くしていた。」（同書p・92）  

美しい近所の人妻とCombourgの大広間の窓際で偶然衝突した時、また  

Parisに初めて出掛ける時同乗した若い婦人Mm8Rosaに対する、とんまな  

田舎者としての彼の振舞はすべて現実の女性に対ナる彼の異常な應病さの現れ   
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である。従って青春時代の初期詩篇に女性に対する愛が読まれていないのも不  

思議ではなく、むしろ読まれていないと言うことがChateaubriandの女性に  

対する接触のなさと、彼の臆病さが真実であったことを証明していると言えよ  

う。   

この詩篇から12年して現れた作品月毎毎においては自然に対する愛だけで  

は人間として満足されない何にかが生れて来ている。LamartineのエビJdCは  

自然と男女の愛の見事な調和であるが、Chateaubriandの 7bbleaux dela  

∧bf〟reはもっばら自然だけを描き、人間愛の欠けた、言うなれば少年期の殻  

を脱いでいない、いまだ成熟しきらない作品である。しかしアメリカでのフロ  

リダ娘やイギリス滞在中のCharlesIves嬢との交りはChateaubriandをた  

ちまち大人の世界に走らせ、』fdJd，月e〝g，エe∫入仏書cカegの作品をうませるよ  

うになる。   

＊ ＊ ＊  

Gみ涼＝九C肋吻油厄椚ふ撒以来カトリックの擁護者を自認して来た彼がこれら  

の詩篇の中ではほとんど神を唱っていないことも注目される点であろう。前に  

も少し触れたが第3のタブロー』〟ゐor（ブ鹿Jα昭eγの中に出て来る1e Dieu  

にはわざわざ冠詞がつけてある。そこには何とも言えぬ微妙さがうかがえる。  

青年Chevalier de Combourgがバリーの文人達と親しくつき合い出した当  

時のフランスでは18世紀の哲学思想が大きく支配していたし、大革命ののろ  

しもあげられた時なのでキリスト教にふれることは彼の思考の中にさえ現れな  
かったとみられるのではなかろうか。やがて月初元の自然描写をみれば到る所  

に教会の鐘や祈りが姿を見せるように自然を司るキリストの神に戻るのである  
が、とにかくこのタブローをはじめ他の詩篇にも宗教は現れず、ひたすら自然  

への愛で終始している。   

色彩感についてはどうかと言うと大体はみどり、青、白、灰色、暗い色等が  

割合に多く、経じて色彩感覚はまだ発達しているとは思えない。彼の色彩感覚  

が発達したのは旅行による体験からである。アメリカ大陸の自然、バリーから  

イエルサレムの旅、その帰りのエジプト、スペインの旅がcoloriste としての  

Chateaubriandを作りあげたので、ブルターニュだけしか知らなかった若き  

日のRen占としてはこのれ赫玩M＝ぁた＝Ⅵ血脈に後にみられるようなあで  

やかな色彩がなくても致し方なかったであろう。皿形∽Ofre∫d’別席柁－f∂椚ろβの  

第1部第1巻第6章にみられる有名な 乃血如坤＝沼月ね明輝に咲く花の見   
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事さは修練のたまものであろう。しかし描写が余りに豊かになると ennuiの  

影がどこかに消えてしまう時もままある。その点では エ’月椚0〟γゐJd Cα椚－  

♪dg習eの未熟さの方が、かえってennuiと調和がとれ、若き詩人の誠実さが  

うかがえる。   

最後にこの短い田園詩でしかも処女作であるタブローの中にChateaubri－  

andが生涯好んで使用した言葉が溢れる程見られるので列挙してみる。  

《Pr‘s，bois，Ombrage，Onde，eJ血anteresse，fure叫 rivage，eユ1】1uis   
ChagrlnS，d6vor占，regrettalS，1e prlntempS merendmeschampset   
mesbeauxjours，Verdovantes，plaines，fontaines，Tibulle，me nOur－   
rissant d’amours，fleuve，Vallons，Suivant tes d6tours，J’iraiseul，   
gravlr，mOnt Paisible，lnqulet，SenSible，bords，regardarlt tOn COurS，   
J’y veux terminer ma carri主re，nuit，tOmbeaux，mOn Ombre，tranr   
quille，SOlitaire，for8ts，repOS，mOurraSanSgloire，tOits，rOSeauX，trOu－   
PeauX，bergers，attendris，berceau，al’oInbre de ces ch占nes，COuCh6   
Pr占s de cetteeau，SOuSlesfleurs，tOmbe・》  

種（grain）にはすべての要素が含まれている。そのgrainから芽生えた最初  

の双葉はやがて散文の世界で開花成長し、大樹となき〕フランス・ロマン派の長  

老Chactasとなる。  

＊  ＊  ＊  

く〈La Forるt〉〉  

「森」  

rα抽β㍑∬鹿Jα∧b‡〟re（1828年）の中に第2のタブローとして掲載されて  

いるこの作品が最初に発表されたのは、それより26年前の1802年6月26日  

（革命暦10年messidor7日）に ルねγC〟γe鹿ダrd”Cβ諒にFontatleSがある  

詩人の16歳の時の詩として掲載した時である。  

1802年6月と言えばCha亡eaubrjdndが33孟夏ですでにエ’』瑠∂〟γゐゐ√β僧－  

♪αg〃e（1790年）とロンドンで発表した瓜∫df∫祝γJg∫γゐ0んfね〝∫（1797年3月）  

と』拍ね（1801年4月）と G扮涙ヲdJC微頑流血雇用舵（1802年ヰ月）を発表した  

後である。   

イギリスに亡命中FontanesとChateaubriandの交友関係が特に親密にな  

り、Aiala5；成へのFontanesのChateaubriandに対するはげましと忠告18，   
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ならびに帰国後（蒜祓＝血（‰壷ぬ戒加給発濁の際のFontanesの援助宣伝は  

周知のことであるが、何故Cゐ滋＝九Cか如ね正閏ゼを発表した2ヶ月後にわ  

ざわざこの詩を脇γC〟γeゐダ和”Ceに紹介したのかは明らかでない。   

Fontanesは1780年にFor6tdeNavarre t言う詩を自分で発表している。  

森の巨木やその木蔭の心地よさ、また昔時のゴールの森が秘めている神秘性に  

対する感情を唱っているので、Chafeaubriandから1785年代の詩だとして  

エβ釣γβfを見せられた時、Fontanes自身昔時自分が描いた凡，浸f鹿入物℃αγre  

を思い出し、そのなつかしさにひかれてChateaubriandの作品を紹介したの  

かも知れない。と言うのもエd凡〉rβg鹿入bvdγreに見られる次のVerSを知  

れば青春時代の二人の心の奥底に内在する思惟の→致を強く感じさせられるか  

らである。もちろん、FolltaneSの詩の方が遥かに古典的であることは言うま  

でもないが。   

《Et molqul，Jeune enCOre，SOuSleur ombreaichanti，   
Moi－m昌me dansla tombeils me verront descendre；   
Leurs rameauxるIarglSS’るtendrontsur ma cendre，   
Et，tOuCh6s decesvers，quelquesamaLltSeudeuil   
Lesrediront peut一昌tre，aSSis surmon cercueil・》   

しかし、Chateaubriandの16歳の作と言えば1785年であるから、Chateau－  

briandの作品としては処女作 L’Amour delacampagne（21歳）に先立つも  

のである。   

作品月初元の中に次の文章がある。  

《Ilny riende plus poetlque，dansla fraicheur de ses passions，   
qu’un cceur de seize ann6es・Le matin dela vie estcommele   
matindujour，plein depuret6，d’imagesetd’harmonies・》（《Ren6》   
p．187－8）  

「16歳の心ほど情熱の新鮮さにおいて、より詩的なものはない。人生の朝は→日  

の朝のように清らかさとイメージと調和に満ちている。」（「ルネ」）  

16歳と言えばNavarre連隊に入隊する前の年のRen6である。Combourg  

の森を姉のLucileと散歩し、MuseがRen6の心に姿を現し韻文を作りは  

じめた時である。71虚Jed蛸壷Jα人伝紬γeの第1のタブローム耶几佑釧妨卯 を除  

けば最初の作品とみられないこともない。だから Chateaubriandも配列の順  

で初めの方の第2のタブローとして置いたのであろう。  

1802年のエαダわ勃と1828年のものにおけるVariante5は句読点に7ヶ所、   
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また文法上単数と複数を明確にするため変えた2ヶ所、その他に用語の相違と  

して次の行がある。すなわち11行目（上が1紬2年のもの、下が182畠年のもの）  

Sur un tapis de貝eurs，danscelieusolilaiYe  
Sur uエーねPis def壬eurs，∫〟rグお頭gク壷ね〝露Ⅳ   

17行目  

For蝕＝関南かm那虎髄鞘即＝血那血＝血  
For釦s，dd乃∫UOぶαゐγg∫，郎γde点椚e∫むα祝ガqβ壱γ才∫／   

19行目  

D’autres vous co頑eront des amours6trang占res   
D’autresvousrediront desamours6trangereS  

17行目には意味上からも多少の相違がみられる。   

「森よ、大気のなかでおだやかに揺れよ」   

「森よ、汝の隠れ場にわたしの捧げた願ひを保ってくれ」  

が全体の内容に変化をもたらす甚のものはないと言える。強いて言えばユ8C8  

年の作の方が多少簡素である。   
この詩は20行のVerSからなる alexandril】で、初めの8行は abba＝  

fmmf，Cddc＝mffmのrimes embrassるesで、9行目から12行目までは  

rimes crois占es（fmfm）になり13行目から最後までの8行はまたrimesem－  

brass占esになっているから、これも エ’』mo祝γゐJαC（‡呼α即e同様rimes  

m占1占esと言うことになる。   

前にも少し触れたが 凡打m扉γβ∫d’0加古re一方o椚∂e（T．1，p．88）の中に 《Je  

COmPOSais une foule de petitesidylles outableaux delanature．J’ai  

6critlongtempscnversavantd，‘crireenprose・》 とあるが、Chateaubri－  

andの在世中にM皿eR6camierのSalon《L’abbayauxboix》 で朗読した  

A4imoiresdemavie n第3巻（p・120）では 《Je composaisalorsla petite  

pleCeSurla for昌t：For£tsilencieuse，quel’ontrouvedansmesouvrages．  

J’ai6critlongtemps en versavant d’6crire enprose〉〉 とあるのを見ても  

解るように、Mimoiresdemavie cc）manuSCritでははっきり 《For昌tsilen－  

Cieuse》と言う エdダ0γβfの冒頭の言葉まで引用している。  

La二For占t  

For昌t silencieuse，aimable solitude，   
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Quej’aime主parcourirvotreombrageignor6！  
Dans vossombres ditours，enr昌vant egare，  
J’gprouveunsenfimentユibred’inqui占tnde！  
Prestige demon c（モur！Je CrC．is voir＄’exhaler  
Des arbres，des gazons，une doucetristesse：  
Cette onde queJ’entends murmure avec mollesse，  
Et dansIe fond des bois semble eIICOr m’appeIer．  
Oh！que ne pulS－je，heureux，PaSSer ma Vie enti主re  
Ici，loin des humainsトAu bruit de ces ruisseaux，  
Sur untapis de鮎urs，Surl’herbe prlntaniさre，  
Qu’ignoreJeSOmmei11e al’ombre de＄OrmeauX！  
Tout parle，tOutme Plait so11S CeS VO（itestranquilles：  
Ces genets，OrnementS d’un sauvage r6duit，  
Cec上古vre缶ui】】ea拝eiヱュtd’urlVeユーtユ占ger quifuir，  
Balancenttour a tourleurs guirlandes mobiles．  
Forets，dans vos abris gardez mes vαuX Ofrerts！  
A quelamantJamaisserez－VOuS auSSich占res？  
D’autres vous rediront des amours6trangeres；  
Moi，de voscharmesseulsJentretiensvosd6serts．  

（Second Tableau）  

森  

静かなる森。楽しき孤独、  
何んと僕：まお前の知られざる木蔭を歩き廻るのが好きなのか。  

お前の暗い曲りかどをさすらい夢みながら、  
僕は不安から解放された気持を味う。  
僕の心を捉える不思議な魅力、僕は樹々や芝生から  
やさしい悲しみが発散するのを見るような気がする。  
僕が聞くこの流れはやわらかく囁く、  
そして、森の奥でなお僕を呼んでいるように。  
オー、何故僕は、幸せな僕は全生涯を  
人々から遠く離れた此所で過ごすことが出来ないのか？  

この小川のせゝらぎに、花のじゆうたんの上で、  
春の革の上で、人に知られない僕はニレの木の  
木蔭でまどろみたい。  
万物ナべてが話す。この静かな丸天井のも  
とではすべてが僕には気に入る。  
塀野の佗住いの飾りであるはりえにしだも、  
逃げ去るそよ風に揺れるスイカゾラも  

19   
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それぞれつるに揺れながらバランスをとっている。  

森よ、お前のかくれ場に僕が捧げた願を保っていてくれ。  
どのような恋人にお前は同じ親しみを見せるのかヲ  
他の者はお前にまた別の愛を語ろう  
僕はお前の魅力の中から荒れはてた淋しさを抱く。   

静かなる森はCombourgの森でも、Plancou芭tの森でも、S6cardaisの森  

でもいい。とにかくRel－‘が青春をすごした8reはgl－eの森であることには  

変りがない。森そのものが夢想に耽ける少年の恋人になっている。森にいるだ  

けで、彼の心は落着く、そして森を去ることは死ぬ在彼にとって悲しいことも  

よくわかる。  

《J’6prouveunsentimentlibred’inqui6tude．》  

《Oh！que ne pulS－je，heureux，PaSSer ma vie enti占re・  
Ici，loin des humains！》  

このVerSとエ’』mo〟γゐJαCd〝ゆ卿eに描かれている次のVerS、  

《J’y veux terminer ma carriとre〉〉  

《IIcommen∈a Sa Vie al’ombre de ces ch昌nes；  
111a passa couch6pr占s de cette eau．》   

は若き日のRen占の同じ心境をもらしている描写である。このようにChateau－  

briandの死に対する憧れは異常なほどであるJ峨伽血＝甑血一之0∽ろβの第  

1部第3巻第14章の 了セ〃ねぎfo和で死の誘惑にとらわれ、猟銃で自殺を試みる  

描写がある。3発弾を込め、魔の奥で銃口を口に入れ、銃の底を地面にうちっ  

けたが不発に終る。そこに庭番がやって来たので運命と思い死を思いとどまっ  

た、と書いてあるが、初めの二つの詩でも早く自分の生涯を閉じたいと唱って  

いる所を見れば、自殺未遂もあながち作り話しではなく真実かも知れない。  
A4imoires de ma vie（p．137）の中にも 《L’envie de mourir devint chez  

moile sentimentdominant》 と言う文章が見られる。   

異性に対する愛は エ’功肌け慶ん＝即断卵 同様この詩にも見られない。  

作品に透かして見えるのは少年Chateaubriandのやさしい、purな心情であ  

り、そこには詩才も充分うかがえる。  

《Prestlge de moncceur；」e CrOis voirs’exhaler  
Desarbres，des gazons，une douce tristesse．》   
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《Ces genets，OmementSd’un sauvage r6duit，  
Cech主vrefeuilleatteint d，unvent16gerquifuit，  
Balancenttour a tourleurs guirlandesmobiles．》  

そよ風にゆらりゆらりと揺れるつる草の葉にまで心のひかれる少年詩人こ  

そ、後のrOmantiquesの長老にふさわしいd61icatesseを解する彼であった。  

やがてこうした詩人の魂の働きは、ルⅣ椚めe∫d’0以fγe－fo椚∂gの中で語られる  レセダ  
ー本の可憐な花や、あるいは木犀草の匂いを運ぶ微風となり、しかもそれらが  

フランス帝国の大事件以上の歪みをもつ文章となって現れる。   
MarcelProustはこうした描写をChateaubriandの「回想録．の中に読み  

「詩人の何たるかをしみじみと感じさせられる。」と感嘆している。   

確かにエαダ0γgfにせよエ’』∽0〟γ滋JαCd呼戊g習eにせよ、韻文としては  

形式においても、内容からしても決して巧みなものではないし、散文詩人とし  

て彼の文体が完成された時に見られるあの華麗さと生気、またリズムと感覚が  

マッチする彼独特の調和と、そこから生れるルリエフと言ったものもない。読  

む者に詩心があることは感じさせるが、inspir占するほどのカには欠けている。  

しかし、大切なことは汚れなき青少年期の彼が森の木の葉の動きにまでJL、をと  

め、佗びしさを感じる撞こよなく森を愛し、森の神秘に抱かれ、森に育てられ  

たと言うことである。  

18世紀末の科学万能、革命的思想の急激な発展途上にある時、田園に育った  

彼は時代遅れで、Sauvageな、うすのろであったかも知れない、しかしピカピ  

力ものを売る宝石商や、けばけばしい衣装で飾りつけるカツラ屋から出たよう  
な遊び半分のinconstanceなPO6sies16g占resの流行していた時代の空気に染  

まらず、幼稚ではあるが一筋に自然の絵画描写だけに専念した、気まじめなナ  

イーブな彼の方がやがてる1占gieに生命を吹き込む一歩前進した道程を歩んで  

いたことになるとも言えよう。   

森のとりこである彼はやがてキリスト教に改宗するが、そのGゐぬ＝九C加東－  

お併読川㍑の第3部「美術と文学」の第1巻第8章に エe∫∠〆オ∫e∫gOfゐf¢W∫と  

言うたいへん興味ある文章がみられる。  

「森は神（Divinit畠）の最初の神殿であった。そして人間は森の中で建築の最初の  

思考をもった。従ってこの芸術は風土によって変化をしたに違いない。ギリシャ人  
は綜偶の手本にならってその葉の柱頭をもって優雅なコリント式円柱を作り上げ  
た。エジプトの古い形式の巨大な柱は大かえでや東洋のいちぢくの木、バナナの木  
やアフリカの巨大な樹木の大部分を現している。ゴール人の森は同じように我々の   
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シューヌ 祖先の神殿の中に入った。そして我々の相の森はその神聖なる起源を保った。菓  
にほられているあの窄薩、壁を支え、急に折れた幹のように終っているあの側柱、  
円天井の新鮮さ、内陣の暗さ、暗い両翼、ひっそりした通路、低い鼠すべてがゴ  
ーチック式教会の中に森の迷路が引き直されている。すべてが宗教的恐怖や神性の  
神秘さをそれで感じさせる。建物の入口に建てられた二つの高い塔は墓地のこレの  
木やいちいの木を超え、青空に対して絵画的な効果をうみ出Lている。ある時は明  

（ナ方の日がその双頭を輝かしているし、ある時は雲で柱頭が飾られたり、もやの大  

気の中でふとくなったように見える。鳥達でさえそれを聞達えて、森の樹として用  
いる。大ガラスはその頂の回pを飛び、その回廊にとどまる。しかし俄かにがやが  

やした音が塔の頂から飛出し、鳥達を怖がらせて追払う。キリスト教建築は森を建  
てるだけでは満足せず、いわばそのざわめきも真似しようとした。そしてオルガン  
と吊した青銅の鐘でゴチック式神殿に森の深みにひびきわたる風の音や雷の音まで  
つけ加えた。」叫   

これを読めば如何にChateaubriandが森に対してその無限と偉大さと神秘  

を感じていたかが理解出来よう。それも森を愛する詩人でなければ考えも及ぼ  

ないこうした着想は卓抜と言う外、言いようがない。またBaudelaireが「悪  

の華」の傑作 Coγγeゆ0乃dd乃Ceをうみ出したことに決して無関係ではなかろ  

ワ。  

《La Nature est un teヱmPleoこIde vivants pjliers  
LaisseエーtParfois sortjrdeconfusesparoles，  
L’homme ypasse atravers desfor芭ts de symboles   
Quil’observentavec desregards familiers．》   

BaudelaireがChateaubriandを評して《lecr6ateurdela grande6cole  

dela M61ancolie》 と述べ、Chateaubrian（1の偉大な特質は 《Chanterla  

gloiredouleureusedelamaancolieetdel’ennui・》 と言っていること、ま  

た彼にとってフランス文学の最も偉大なる師の一人として考えていたこと、  

《Lanote6ternelle，1estyle占terneletcosmopolite，Chateaubriand，AIph，  

Rabbe，Edgar poe．》 を知ればennuiと戦いつづけて創り出した「悪の華」  

や上述のCβγ相中βガゐ方どβの出現もむべなるかなと考えられよう。  

最後iこChateaubriandが常用する好きな言葉をエ’．伽〃〟r滋Jβぐβ〝ゆ〟g，gg  

の時と同じようにこの作品からも拾い出してみよう。  

For昌t，Silencieuse，SOlitude，Ombrage，1gnOr6，SOmbres d6tours，r6．   
vantegar6，1nqui6tude，PreStlgedemonc（王ur，Sentirnentlibre，arbres，   



Chateaubriandの詩集TGbleozLX dela Natureについて  23   

gazons，douce tristesse・Onde，murmure，mOllesse，bois，loin des   
humains，ruisseaux，tapis de鮎urs，herbe，prlntani占re，SOmmeille，a   
l，ombre de，OrmeauX，VOateS，tranquilles，genetS，OrnementS，SauVage，   
ch占vrefeuille，Vent16ger quifuit，guirlandes mobiles，abris，VαuX，  
charmes，d6serts，  

ほとんど全部と言ってもよい程である。これらの言葉はG血流＝九C血流扇－  

α雇用柁の中でも劫蜘血ね＝粕油断納ぬ の中でも、また70歳を超えてから  

の最後の作品Fね‘おjむ∽“においても好んで用いられている所に、東洋的に  

言う「三つ子の魂百まで」と言う実線を見せられ驚異を感じるのである。要す  

るにChateaubriandの文章が粉飾するために着飾ったものでなく、生れなが  

らにすなわち彼のgrainに備っていたのであると言い得る。G6nie delaBre－  

tagne（ブルターニュの精霊）がFranGOisRen‘deChateaubriandに宿って  

いたと言う方が適切ではなかろうか。  

1）〃∠僧0宣reJd’0〟わ℃一才∂椚るe第1部第3巻第7章Pγe椚JβrJO櫛e dgね叩〟Je，Pl占iade  

版T・1，p・88・   

2）Pourrat版、第18巻、p．272．これはJ111esJaninの編纂による全集で1836年  

から1839年に亘ってま6巻本として出版された。   
3）Pourrat版、第8巻ルー〟αI材e∫Jl〟‘rめβJ，p．27．  

1）Pourrat版、第1巻第4章、p．糾．   

石〉 Pons de Verdun（Philippe－Laurent）（1759年2月15日Verdunで生れ1844年  

5月7日Parisで死亡）。詩人。ConventionにはMeuse選出の議員（1792年）となり、  

ルイ十六世の死刑に賛成投票をする。ナポレオン帝政下には Cour de cassation（破毀  

院＝フランスの最高裁）の弁護士会長となる。王政復古に追放され、1819年までベルギ  
から帰国出来なかった。ChateaubriandはM・D・LT．の第1部第9巻第16章（p．334）  

で彼を就逆へぼ詩人と呼び、「ノ璽g椚α〃〃√ろde∫〃〟Je∫が恐怖時代の代理人を出したことは  

信じられないことである‥．」と言っている。   

8）Ho魚nan（n）（Fran90is一月enoit）（17¢01828）Nancyに生れ、詩人、評論家、劇作  

家。1807年以来GeofrroyやF61etzとJournaldel’Eur（ゆeに協力している。ChateauT  

briandの作品エeJ〃〃r抄rg∫に対する評論をHo瓜nannは♪‘ゐ納紙上に発表し激し  

く攻撃している。   

7）DellSle de Sales（Jean－BaptisteIsoard；dit）（1743－1816）．Chateaubriand よリ  

25歳年上。M．D．－T．T．1，p．136，137，383，439，1054；Edmond】如ー占版のT．1，p．  

218の注；Monglond：Le PTiYOmantisme Franfais，T．ⅠⅠ，p．145－147．Chateaubriand  

は姉の M皿e de Farcy と Delisle d¢Salesが交際していたので知り合いになれた。  

Delisle deSalesはDiderot，Voltaire．J．一J・Rousseauともつき合っていた。Phil   
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dgJd凡7加～（1769年初版は4巻本1804年には10巻となる）の著者として知られる。  

月盲∫rOざrβde∫ガ0明椚eJ1781年52巻本。〃g明8Jγe∫e和才αりg混「（∫eβ7e祝1802年、凡庸で多  

作家、百科辞典派の影響を受け 《Singede Diderot》と綽名された。しかし、極端な唯  

物主義を排し、ath61Sme と戦った。4万部以上の図書を持っていた。Chateaubrlandは  
ロンドンから自作且削げ㍑γk＝南川加加椚を贈呈している。Lyonに生れParisで死  

亡。   

8）Flins des OllViers（Claude－Louis－Marie－Emmanuel，Carbon de）（17571806）■  

Chateaubriandよリ11歳年上。M．D．LT．T．Ⅰ，P．137－138，291，488，1156；T．2，P．1143，  

1147；Es∫aiT．I∴ⅩX，XXIII；SalnteqBeuve：P．L．ⅠⅠ，218，231 Chateaubrlandは  

Flinsの紹介によって後の親友Fontanes と知り合になった。FlinsはChateaubrland  

の姉Mme de Farcyに熱をあげていたが、姉の方は問題にしていなかった。FllnSはま  

た演劇にたいへん夢中であった。午前中は自宅に男女の俳優を迎えて楽しんだ。RelmS  
に生れVervinsにて死亡、呼び名が長すぎるので特別にFlinsとだけ呼ばれていた。凡  

庸な詩人だったが当時は高く評価されていた。知識欲が強かった。1790年頃からFon－  

tanesに協力して〃od‘γ〃fビ〟r紙を創刊した。喜劇 月み爛■Jd’砂g∽g乃ざde（1790年）を発  

表、またノゼ〟乃eゐ∂fe∫∫e も1792年に上演。   

9）Parny（EvaristeLD6sir6de Forges，Chevaller de）（1753年2月6日Ile－Bourbon  

に生れ、1814年12月5日 Parisにて死亡）．Chateaubriandより15歳年上。  

1777 Voyage al’Ile－Bourbon  
卑gfre d混ガ∫乃J〟γge乃子方（deβ8∫才0”）』Jmd”αCゐdg∫〃〟∫e∫  

1778」軸心紘＝玩油如拙 LivreI．ⅠⅠ．Ill．  

1779（カusculespo6iiques  Amsterdam  

1781Po4sleS6rotiques Complとtes  

17S7 Cゐd耶0乃∫沼αdgc郎∫β∫，∫〟ゐよe∫dビアo∠∫‡eJ／叫㍗血e∫．Londres  

1797 ノdm∫αg，〟闇感油＝浸減塩狛（en vers）βgcαdg  

1799 エd節Ieγγe de∫かざg祝ガ（fragments） か‘cβdど  

1795 トⅠⅤ，1795 V．1799ⅩⅠⅩ．  

1802 ∫∽ビJef』古物〟，pO芭me enヰcllantS．（1808）  

1803 月如8〃r∫dJ’九∫g乙若緑r（1804）  

1804 Goddd椚，pO主me en4cIlantS  

1805」P〝句在京撒＝m〟＝Ⅰ．クbrβd7∫♪eγ血ⅠⅠ．エビ∫伽∫Je澗e〝f∫de Ⅳ〃混∫  

ⅠⅠⅠ．エビ∫g（7Jβ和reガe∫deJ〃βgあJe  

1806 エe u叩αge de Cgg‡〃g，COnte en VerS  

1807 Les Roses¶Cγ01X，pOeme en12chants  

1808（E祝Ure∫（0椚♪J～よgJ5vol．   

Parny と Chateaubriandの関係は別に論文を予定しているので、ここにはParnyの  

作品名だけを記す。  

10）Ginguen6（Plerre Louis）（1748年8月25日 Rennesに生れ1815年11月16日  

ParlSにて死亡）．Chateaubriand よリ20歳年上、M，D．LT．T．Ⅰ，P．68，140－141，187，   
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307，383，439，461；T・II，p・1122，1143，1149，1181・Chateaubfland同様Rennesの  

生れで上流家庭の臥歴史家、詩人、批評家0 父は彼に外国文学・言語を学ばせたため  

イタリア語、英語に秀でていた。文学に進み、初めはParnYにならってgenre占rotlq11e  

を試みる。（h扉k流椚dkZ混血 はその一つである。この作品では盗作事件がおきたが  

Ginguen‘が勝つ。絵画、オペラも大好きであった。〃‘γ用γβやノ0〟川αJdビアαr∫∫や  

月加α乃〃C／∫dg∫脱ぎg∫に詩や論説を発表したが、LaIiarpeやRivarolから辛辣な批判  

を受けた、大革命の際には熱狂的にそれを迎えた。GinguenるはChateaubriandに自  

の好きな同僚Chamfortを紹介している。Chateaubriandはロンドンから自作Essat  

彼に送っている。エg伽∫〟rJβgCo，癖∫∫ゞ0，－∫deJJ尺0鮎∫∫ビ〟〃を発表してRousseauを  

偉大なる民主主義者として称える。1794年か‘cαdりゐ血0タゐ如gの編集長となり、同誌  

上でChateaubriandのGinieduC％rzstianlSmeを非難している。1802－1806年にCham－  

fortの作品を4巻本にして発表している。丑山irβ肋‘rβブredeJ’JねJJg（181ト1819，9巻  

本）は彼の名声をあげた。  

11）Le Brun（Ponce Denis Ecouchard）dit Lebrun－Pindare（1729年8月11日  

Parisに生れ、1807年8月31日 ParlSにて死亡）．Chateaubrland より38歳年上。  

M，D．T．T．Ⅰ，P．140L141，870；T，II，1143；IJenriPotezのL’勒e en France第  

4葦の第3、p、21ト225；Sainte－Beuve の 乙触れdf，T・Ⅴ・p・107－1Z9，T・Ⅹ・p・75，78・  

上記Glnguen6の友人。異なるgenreで二人は救け合った。ChateaubrlandはLe】】run  

の詩の凡庸さを述べている。「彼のエレジーは頭から出ていて、心から出ることは稀であ  

る」とも言っている。しかし「Satireに対してだけは才能を見せていた」とも言ってい  

る。Salnte－BeuveはChateaubriandがEssatsurles r6voluttonsの中でLe Brunを  

Plndareを聞くようだとほめているのに：M．T．D．の中では凡庸詩人赦していることを  

指摘し不満を述べている。  

12】Chamf（〉rt（S∈bastienrRoch Nicol食S，dit）（1740年L1793年ヰ月13日）．Cha－  

teaubriandより27歳年上。M．D．－T．T．Ⅰ，P．90，139142，184，187，307，386；T．Il，  

p，1143；Ess別のT．I，p，115（第1部第24章）；Sainte－Beuve：Lundi，T．1，P．439－  

440；a，uVreS CO〝ゆIites＝占dition P．R．Auguis5巻本。Chateaubriandが知り合ったパ  

リの文人達の中で最も気むずかしい人物がChamfortであった。ChateaubrlandはGln－  

guen6の家でしぼしばChamfortにあった。EssaiではChamfortのMaximesを読む  

ことをすすめ、「その思想の深さは我が世紀の最良の作品の→つである。」と激賞してい  

るのにその新版注釈で、Cllamfortに対する判断は私のまったくの誤謬であった、と訂  

正している。M．D．一T，の中でもChamfor［をきびしく批判している。Chamfortの作品  

には1769年にアカデミ貰を受けたエ’g～聯de〃oJ∫主reがある。1779年には Eねge de  

ム上靴両壷如を出す。また、悲劇〃址∫∫∠ゆゐαefZg〃乃都rは大成功を収めた。上〉オcffo乃乃8‡γe  

dr（一加g‡す鮎e（177（））（Abb占J．dela Porte との共著）も出した。そして1781年にアカデ  

ミ会員となる。m鉱肌m加ゎR毎血ね（1790－1791）紙で警句を発表し、革命奉仕の  

地位として1792年8月19日に国立図書館員に任命される。その頃Terreur制度がはじ  

まり、Cllamfortiまそれと戦う輩は執らなかったが、早くから反対表明をしていた。《La  

R6volution est comme un chien perdu que personne n’ose arr8ter》 とか《La fra－   
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ternlt60ula mort》 を、彼は《Sois monfr主re ouje te tue》 としたのは有名な言葉  

である。そして部下のTobiesonDubyによって警察に訴えられ、9月に獄舎Madelon－  

nettesに収容された。一時，獄舎が不健康なので自宅軟禁になったが、部下のDubyの  

計画を悪企みと誹讃したので、再びMadelonnettesに収容されることになったので、そ  

れを嫌って自殺を企てるが失敗した。しかしその時頭に打込んだ弾が摘出されなかった  
ので、それが原因で共和歴lI年germina124日に死亡した。親友Glnguen6はChamT  

fortから自殺未遂のいきさつを聞きその情景を詳細に語っている。Ⅴ．－L．Saulnierはエα  

肋‰血照♪馴押甜め＝祓滋創撤明細如（炒此 5壷玩漬 版）の中で Chamfort の  

Ma音ime5を高く評価している。そして 《S’ilavait pu achever sonliヽTe demaximes，  

Chamfort appara王trait comme un de nos mellleurs moralistes．C’est，d’∈vidence，  

1’un des plus pertinents・》 と結んでいる。ChamfortのPknsles，maXimes et anecdote∫  

はGJnguerI占によって】796年に出版きれている。  

15）La Harpe（Jean Fran90Ls de）（1739年11月20日－1803年2月11日、生誕、  

死亡共にParis）．Ch8teaubriandより29歳年上。M．D．T．T．Ⅰ，p．138，141，143，1朗，  

187，307，3弘388，389，453，473，488－489，643，699，1163，1167；T．Il，p．167，223，  

1143，1147；Sainte－Beuve：エ捏乃イオ，T．Ⅴ，10314ヰ；PaulVan Tieghem：エeP浸γOmβ〝－  

tisme，T．ⅠⅠ，p．91，177，180，185，186，255，301；T．III，p．234，2745，3178；Robert  

Sabatlef：La PoIstedu18e Siecle，p．203206．ChateaubriandはFontanesの紹介で  

La Harpeを知る。指で物を食べる行儀の悪いLaHarpeは背がとても低かったので悪  

口屋にはべべと呼ばれていた。しかし当時は万能の評論家、詩人、演劇家でChateau  

br18ndは彼に夢中になり、姉達と 《Lycるe》のすべての講義は出席することを欠かさな  

かったほどで、初期の自作をみてもらうためにいつも La Harpeの後をつけまわした、  
と言われている。Voltaireは La Harpeをmonfi1s と呼び、La HarpeはVoltaire  

を mon papa と呼んでいたので二人の間柄はよくわかるが、La Harpe の改宗後は  
ChateaubriandのGinieduChrrsEianumeを称え、祝福しているのだからたいへんな変  

りようである。貧乏貴族の子であったが私生児じやないかと中傷され激怒し、歴とした  

貴族だと反駁する。学生時代から優秀であった。人物は堅く大胆であったが余りに背が  

低いため、autOrlt占であるためには何か欠けていた。詩作月み粛壷（1759）が最初の作品  

である。Ⅳα欄J亡ん（1763）も成功した。Voltaireは称えるがLe】】runはひ弱だと許し  

た。色々な見物那を雇いて賞を得たい釦閉局＝摘心ル（1770），dg邦搾eJ㈹（1771），  

dビ只〃どけ！e（1772），d2〔b打払裏（1773），deエdダ0〝f〟f乃e（1774）等。1776年にアカデミ会  

員に選ばれる。大革命では協力的であったが、疑がわれ、1794年4月投獄される。獄中  
で♪∫d封椚g∫，風J8”〆gg，∫mrr〃fど0〃を読みカトリックに改宗ナる。出獄後はMarie－Joseph  

Ch6nLerと共に政論に加わり、EcolesNormalesでも教授をやった。R6camler夫人と  

は長い交際をしていた。彼は今までして来た講義をまとめ1799年にC叩γ∫dビ～如∠γdr混rg  

d〃Cgeガ”‘gfmdgmどの発刊準備をする。LaHarpeの死後邦吉J8∫中点fg血ズm∫g方正cJβ  

（1805）と〃‘g8氾gβ∫加〟由de肋‘γdれげg（1810）は出版された。彼の予言者的作品タro一  

クゐ虎～e壷Cbg〃批は死後出版されたが、創作の点からも文体からも傑作とみなされている。  

La Harpeの埋葬に出席したChateaubriandはその情景を描いている。Fontanes氏が   
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その弔辞を読み、「雪が舞い凪が棺を被っている黒衣をまき上げ、死者の耳に友情の最後  

の言葉を聞かせている。」と述べている。  
1▲〉 Fontanes（Jean Pierre LouユS Marquis de）（1757年3月6日 NiQrt で生れ、  

1821年3月17日Parisで死亡）・Cbateaubriandより11歳年上。M・T・－D・T．Ⅰ，p，88，  

138，143，1叫230，307，388，389－397，側1，429，438439，叫3－144，叫8－452，ヰ58，467，  

ヰ紳，492，520521，525，527，535537，S87，601，629，632，63ヰ，636－637，6596叫855，  

9仏1060，1069，1121，1132，1156，1163－65，1167－69，117ト73，1175，1183，11汎1210；  

T．ⅠⅠ，p．42，7る，156，193，222，2略25ヰ，256，287，810811，985，1083，1123，11ヰ3，  

11ヰ5，1午年7Sl，115ヰー77，1160，Salnte－Be11Ve：R⊥．，p．ユ07－30S；Aileen W11son：  

F。nEanes（1928年Editeur：E■de Boccard）；H・Potez：L’EIJ如een France p・33i－  

332．M．DrT．の引用を見てもわかるごとく、Chateaubriandと最も親しかった先輩指  

導者。Parisの文人社交界で知り合った時よりも英国に亡命中Londresでの付き合で親  

交を結んだ。それ以来Fontane5が死ぬまでChateaubriandはFontanesに忠誠を示  

し、1839年にChateaubriandはFontarleSの作品を集め2巻本としてIlachetteから  

出版させている。FolltaneSはBrumalre以前に英国よりフランスに帰り身をかくして  

いたが、BonaparteがDlreCtOlreを倒して以来姿を現し、Bonaparteに手紙を書き近づ  

く。ガタ呼gdeⅣd∫んJ”〆耶でBonaparteに手腕を買われ急速に出世し、Sorbonneの総  

長になり文部大臣にもなる。ChateaubriandのG6nzedu ChrTStianismeの宣伝にFon－  

tanesが活躍したことは余りに有名である。ChateaubriandはEssaisurlesrivoluti㈹S  

の中でFontanesをSlmO】1ideにたとえている。H・pOteZはFontanesの作品にすで  

に新しい時代に通じるものがあったと認めている。Chateaubriandと Fontanesにはも  

う一人哲学者文人Joseplりoubert（175ヰー1824）がいたことを忘れてはならない。  

15）Panat（1e chevalier de）（17621834）．M．D．LT，T．1，p．385，400－401，1164；  

Sainte－Beuve：PL．，II，P・248，Chateaubriandより6歳年上。Panatは海軍に入り、  

1814年には海軍少将になっている。1789年当時ParisでChateaubriandを知り、その  

後英国亡命中にも再会している。PanatはChateaubriandの Gゐ壷㌧あ‘C胤那正郎南椚  

を読んで感激し、Chateaubriandに新しい時代の精神の指導者として称え、名文の書翰  

を送っている。   

ChateaubriandがBretagneの田舎からParisに出て来た時には確かに他の文人が替  

佐大に見え、彼は小さな魚にナぎなかった。しかし晩年になった時にはちょうど Paul  

Kleeの「黄金の魚」のように中央に君臨し、かつての文人達は′トさくなり、四散し消え  
てし皇うようになる。Cb紙e乱ubriandが 且張釈dγe£d’0扉re－ね飢録 の中でかつての文人  

達を厳しく批判していることに対し、S且inte－Beuveは恩義を忘れていると非難している  

が、現代からみてChateaubriandの批判が如何に正しいかを知ればChateaubriandの  

矧動こ驚くのみである。またChateaubriandがFontanesやJoubertに対して終生そ  

の恩義を忘れていないことをみればSain【e－Beuveの指摘の方が歪んでいると言えない  
こともなかろう。  

18）Dorat（Claude・Josepll）（1734年12月31日Parisで生れ、1780年4月19日  

ParlSで死亡）．Cl】ate訂ubriandより34歳年上。M．D．－T．T．Ⅰ，p．389；P扉JJgJdz’uer∫g∫   
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のp・8；G6niedu ChrzstiaTZtSme T．II，P．116（Pourrat版）；Salnte－Beuve：Lundi，  

T．Ⅴ，p・110，112，127；T．X，p．450－452；T∴ⅩⅠ，p．52，511；T．XV，287；ヱ上．，  

T■汀，212，215；Alxandre Piedagne王：戊k朋＝血めね壷J∴仇朋（188g年）；Robert  

Sabatier：エαP8‘∫∫e血相eβ∫～¢Jβ，p．86，111－112，126，142，173，196，198，202，207，  

208，210，211，222・Doratは最初、王の近衛兵として軍隊入りするが、叔母の願いで  

1758年に辞め、文学界に入り、詩集f血涙“■∫7g（1758）を発表する。ついで演劇にひかれ  

1760年1月悲劇Z〟J如を上演したが7回でおろされる。第2の劇r彫昭娘は失敗。  

そこで当時流行していた短詩に目を向け、自分の茶化す才桂を大いに駆使して、塾言Jre  
♂β月〟¢7”e∂Coγ”e∫JJe（c・1765），血すぎ〟払方ざ〟ge∫血∫z’～cJe（1766）を発表する。しかし  

それがもとでVoltalreやFerneyと不仲になる。そして当時の哲学者達を躍れる。アカ  

デミ会員にもなれない。1765年頃から死ぬまで多くのgenresにわたる詩集を多作ナる  

が余り秀でたものはない。1773年の釣あJg∫はよくまとまっているが尊敬していたLa  

Fontaineには遠く及ばない。演劇技術の知識と法則を示したE∫Jβござ〟γわかgcJα椚αJ‡0〃  

！ゐ‘∂わⅥJビ（エd fr（研ぎd∫e，Jd√∂椚‘dJe，g’噌erd，Jαdα乃∫gの4っの歌からなる）は佳作とみら  

れている。宴会に招かれ、気のきいた作詩をして人に喜ばれる占ほgantな詩人であるが、  

芸術への誠実さと仕事に対ナる苦悩を常に欠いているので大詩人にはなれなかった。ま  

た彼自身、大詩人になることなぞ望んでいなかった。1770年5月に発表された詩上郡  

β〟J∫gγ∫が Doratの作品としてほ一番有名であり、世人に若き時代の甘い夢を思い起さ  

せてくれるが、やはり passionから生れたものでなく、18世紀末のPo‘siel昌gさreの代  

表作で、Bou鮎rsほど度ぎつくないが芸術作品としては消える運命を辿る。  

17）Bernis（Fran901S－Joacl】im de f〉ierre de）（1715年5月22日 Saint－Marcelに生  

れ、1794年11月1日Romeで死亡）．Chateaubriand とは直接関係はない。詩人、政  

治家。M・D．－T・T・1，p・44S，1174，1175；T・ⅠⅠ，41；ガ～以de∫カ‡血豆ヴUe∫，Ⅴ，最終章P▲  

447；RobertSabatier：La Hs；edu18e Sz勘Ie，P．79，87r89，126，142，19S，20g；Ren6  

JaslnSkl：HutoiredelaLiElirafurefranEaise，T．II，p．8788．BernisはCadetの資格  

で聖職につくように宗教教育を受けたが、若い時は元気礫刺、つやつやして人形のよう  
に可愛くて、しかもしとやかで才気があったのでMme de Pompadourの寵愛をうけ、  

abb昌になったが軽やかな詩が上手なため、29歳でアカデミ会員に選ばれた。そしてさ  

らにMmQ deI）ompadourのおかげで、1753年にはVeniseの大使に任ぜられ、3年そ  

こですごし、1756年帰国すると国務次官に任命され、1757年には外務大臣になると言う  

栄達ぶりであった。1758年には枢機卿に任ぜられた。しかしその後M正一edePompadour  

と不和になり追い出きれたが、数年後復活し1769年にはローマ大使になリ1791年まで  

精勤した。そしてローマで死んだ。若い時に女性に書こばれる軽い敬ム錯乱壷那を作  

ったので、VoltaireはBernisのことを 《Babetla bDuqueti≧re》（花売娘のバべ）と呼  

んだ。Bernisは当時FontenelleやBu鮫）nとも交際していた。枢機卿になってからは、  

うかれた詩も作っていられなかったのでVoltaire宛の書翰で 《J’airenonc6ahpo6sie，  

parcequeJ’alreCOnnu que」e ne POuVais etre sup∈rieur dans un genre quln’admet  

pas de m占diocrltる》 と書き送っている。Voltaire とのcorrespondance（1799年発刊）  

には2人の才気が輝き満ち溢れている。1795年には10の歌からなる詩集 jk 一払毎10〃   
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VeTlgieも発刊されている。《L’esprit est ala beaut6ce quela ros6e du matin est  

aux鮎urs■》 と述べている如く、Bernisはespfltをこよなく愛したpo昌slefugltiveの  

詩人である。Chateaubflandは「歴史研究」の中で1’abb6de Bernisのことを《n6de  

seschansonsetfilsdesesvers siprofondement oubli6s■》 と書いている。的確な批  

判である。ChateaubriandはGinieduChristianismeを発表して一躍有名になり、ロー  

マ大使館参事官に任ぜられ、1803年ローマに赴いた時にはすでにBernis大使は死亡し  
ていて、その遺体はSalnt－Louis－des－Fran90isに収められた。Chateaubriandの恋人  

Pauline de Beaumontは胸の病が不治であることを知り、ローマに駐在する愛人に抱か  

れて死ぬことを願い、哲人Joubertがとめるのも開かず出掛け、半月たらず共にすごし  
てPaulineは死に、Cardinalde Bernis と同じSaint－Louis－des－Fran90is寺院の堂内  

に安置された。  

18）Gentil－Bernard（Pierre－Joseph Bernard）（1710年8月26日 Grenobleに生れ、  

1775年11月1日 Paris近くのCboISy－1e－Roiで死亡）．：Robert Sabatier：jL7．P加kね  

血7gβぶ‡～cJg，p・7S79，103，178，270；Renりasinski：戌止血届沌沌損ね加りね叩血  

T．ⅠⅠ，87▲ 彫刻家の子として生れLyonで教育を受け、色々な職業につき名をあげよう  

とした。duc de Coignyの保護を得てから軍人としても詩人としても地位を確保する。  
Bernardが初期に作った詩をVoltaireが読んで詩人をGentllと呼んだ、それから彼は  

常にGentll－Bernard と呼ばれるようになったが、同時代の仲間の証言によると、およ  

そgentllな所なぞは彼の容姿にも態度にも精神にもなかった、と言われている。優雅な  

詩を作る点でGentLlと呼ばれたことを重視しかナればいけない。Gentil－Bernardも  

Mme de Pompadourと親交があった。多くのaventures galantesを持ち、成功してい  

る。そして征服した相手女性のリストも発表している。Anacr占on dela Franceと呼ば  

れもした。』rfd’d7椚er「恋愛術」なる詰も書いている。pOさsiesl喜g主resの作者であるか  

ら、amOur platoniqueとかamour pr∈cieuxとはおよそかけ離れた詩を作り、人の心  

をvoluptueuseなimageであやしくすさぶる詩人である。彼の初期の作品1737年に上  

演されたオペラ（元止Ⅳβ仁A沼Mの音楽構成はRame飢1によってなされた。  

19）月ou田ers（St8nislas，marquis de）（1738年5月31日Nancyに生れ、1815年1  

月18日Parisに死亡）．Robert Sabatier：エ〃．P加払k〔h：〃㌍一ざ諺d；Ren昌Jasinski：  

昂∫わ7r‘dgねエ如gγd加β／r〃乃どぬe T．ⅠⅠ，p．90，100；P〟J∫e∫gr♪旋e∫舟fねe∫血eγJβ∫  

de〃・J＝ゐeりdJferde月∂電解eγ∫．Cbez Desenne，Paris．1782．Stanislas王が代父とな  

り、Stanislasと言う名をもらい、Lun‘ville宮廷で美人の母のもとで成長した。最初は  

聖職をはげむためSaint－Sulpice修院に入ったが、2年しか続かなかった。そこで作っ  

た物語ノ紬毎‥ねG混和粛 は、彼が書いたものとしては最も美しいものと言われる。聖  

職に適さず軍隊の方が向いているので、Chevalier de Malteになり戦争に出向く。会戦  

で活躍し将官となり、1784年に軍隊を辞す。才能ありしかも占1占gantでgalantな彼は、  

軽い色々なgenreの詩を作る。1785年にS占n∈gal政府を手に入れ、その職責をはたし、  

土着人をなずかせた。しかし都会人の彼は、長くフランスを離れていることは出来ず  

1788年に帰国、その後すぐアカデミ会員となる。大革命に亡命し、1800年に帰国しNa－  

polるonに協力し帝政下にはSalonに老人として姿をみせたが、昔時のような人気はな   
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かった。作詩の外に旅行記や興味ある書翰も残した。Jean－Jacques Rousseauは彼を評  
して 《11a beaucoup de demi－talents en tout genre，》 と決めつけているが、心情に  

重きを置く文人ならば誰れでもRousseauと同じ批判を下ナであろう。Dorat，もernis，  
Gentil－Bernard，Chaulieu，BoufBers等po6siesl占gさresの詩人達は女性を遊ぶ相手と  

しか考えない、それも関房でのたわむれに力を注ぎpo占sies占rotiquesを作って得意にな  

i）公表する。その点でDuclosやCr6bi1lon丘1sのromansと軌を一にしている。合理  

主義・科学主養・物質主義が17世紀末の円熟を過ぎ腐敗して来た土壌に根を拡げ開花  

した18世紀文学の一面である。多くは消えてしまった作家達であるために、いささか長  

い注をっけてみた。   

20）Delllle（Jacques）（1738年6月22日AlgueperSeに生れ1813年5月1日Parisで  

死亡、国葬）・Chateaubriandより30歳年上。18世紀後半の詩人。M．D・－T・T・I，P・  

1ヰ2，386387，401，652－653，659，690，8ヰ0，1189，1194；T．ⅠⅠ，p．1147，1150；Salnte－  

Beuve：P．L．，T．ⅠⅠ，p．67LlO3；PaulAlbert：LaliEEiYaEuYefYan押■seau18eSticle，p．  

59－73；Robert Sabatier：La Po6siedu18e Sticle，P．124－132．1769年にVirgileの  

Gわwゆ蝕の訳を出し名声をあげる、その頃coll主gedeFranceで詩の講義もする。1774  

年（36歳）にアカデミ会員となる。その後Saint－S占verinの僧院で聖職を受け、abb∈の  

タイトルを得る。恐怖政治下に捕えられるが、Chaurnetteに保護されL’Etre supr8me  

祭りのために詩を作る。Delilleけ：thermldor9日の後スイスを経てドイツに亡命する。  

家政婦と親しくなり、やがて妻として迎え共に亡命する、ドイツ、英国に亡命しCon－  
St山t時代に帰って来て、再びColl～ge de Franceで教える。半身不随となり、盲目に  

なり、妻に助けられ仕事をする。多くの po占mes didactlqueS を作る。1780年にエビ∫  

ノαr‘ブi柁∫，1800年に．亡ん川川柁dkい頭劇叫叫，1802年かz■Jゐγrα椚占＝〟γJ’∫m沼OrdJすf‘，1803年  

エα常才＃，1806年に エ’J椚d〆〃〃fど仰，エβJfroJ∫ γ勧β∫dβ ね¶d～〟rg，エd Co和Ugr∫d才70乃  

（1812）等。Miltonの「失楽園」（1805）の訳も出している。彼の作品は思想が浅く、∈mo－  

tionに欠けていたので、次の世代のロマン主義にたちまちうち消されてしまったが、偽  

古典の作詩が盛んであった当時はたいへんな賞賛を受けた。Cb昌nierやHugoも後に負  
う所が多い、と言われている。ChateaubriandはMimoiresd’outre－tOmbeの中で「abb昌  

Delilleの傑作はG払聯如拙の翻訳である。感情は欠けているが、まるでルイ十五世時  

代の言葉に訳されたRacine を読んでいるようだ」と言っている。また「Mignard に  

よって見事に描写されたRapI】a芭1の絵画である。」とも言っている。要するに実物と模  

倣の相違をはっきり指摘しているのである。偉大な詩人が不在の時には、えてして作家  

ほstyleのみに心をそそぎそれが詩だと思う時には 等号nTe descriptifが生れるのであ  

る。   
21）Avant de risquerl’ouvrage au grandjour，Jele montrai為M・de Fontanes：  
ilenavait d阜】aludesfragments en manuscrit主IJOndres．Quandilfut arriv占au  
discours du p≧re Aubry，au bord dulit de mort d’Atala，ilme dlt brusquement  
d’une voix rude：《Ce n’est pas cela；C’est mauvais；refaites cela！3・Je me retirai  
d6so16；je ne me sentais pa8Capable demielユⅩfaire．Je voulais jeterle tout au  
feu；je passaidepuis huit heuresJuSqu’五onze heures d11SOir dans mon entresol，  
assis devant ma table，1e front appuye surle dos de mes mains6teIldues etouver－   
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tes sur mon papier・J’en voulais a Fontanes；je m’en voulais；je n’essayalS PaS  
meme d’∈crire，tantje d6sesp6rais de moi・Vers minuit，1avoixdemestourterelles  
rn・arriva，adoucie parl’6loignementetrendue plus plaintiveparla prisonoajeles  
tenais renferm6es：1’insplration me revint；je tracalde suitele discours du mis－  
sionnaire，SanS une Seuleinterligne，San＄en rayerun Seulmot，telqu’ilestrest6  
et telqu’ilexiste aujOurd’hui・Lecceur palpltant，Jele portaile matin主Fontanes，  
qulS，6cria：《C’estcela！c’estcela！JeVOuSl’avaisblendit・queVOuSferiezmieux！》   

電2）Les forets ont6t61es premiers temples dela Divinit6，etles hommes ont  
pris d8nSles foretsla premi～reid6edel’architecture・Cetartadoncd丘varier  
selonles climats．Les Grecs ont tourn昌1’616gante colonne corinthlenne aVeC SOn  
chaplteaudefeuillessurle mod主1edu palmier・I・eS6normesplliersduvieuxstyle  
6gyptlenrePr6sententle sycomore，1efiguier oriental，1e bananier etla plupart  
des arbres gigantesques del’Afrique et del’Asle．  
1JeS for8ts des Gaules ont pass6主1eur tour dansles temples de nos pとres，et  
nos bois de ch合nes ont ainsimaintenuleur oflgine sacr6e．Ces vodtes cisel‘es en  
feuillages，CeSJambages quiappuientles murs et 負nissent bruSquement COmme  
des troncs bris∈s，1a fraicheur des voGtes，1es t6n主bres du sanctuaire，1es ailes obs－  
cures，1es passages secrets，1es portes abaiss昌es，tOut retraCeleslabyrlnthes desbois  
dansl’るglise gothique，tOut en fait sentirla religieuse horreur，1esmystとres etla  
divinit6．Les deux tours hautaines plant6es al’entr‘e del’∈di丘ce surmontcntles  
ormes etlesifs du Cimetiere et font un efret pittoresque surl’azur du ciel  
Tant8tleJOur naissantillumineleurs tetesJumelles；tant6tellesparoissentcouron－  
nies d’un chapiteau de nuages ou grossies dans une atmosph色re vaporeuse．Les  
oiseaux eux－mさmes semblent s’y m6prendre etles adopter pourles arbres deleurs  
Lor6ts：des corneilles voltigent autour deleurs faites et se perchent surleurs  
galeries．Mais tout主coup des rumeurs confuses s’6cllappent dela cime de ces  
toursetenc】⊃aSSentlesoiseaux efhayるs．L’architecte chr6tien，nOn COntent de batlr  
des forets，a VOulu，pOur ainsidire，enimiterles murmmures，et au mOyen de  
l’orgue et du bronze suspenduila attachiautemple gothiqueJuSqu’aubruit des  
vents et des tonnerres，quiroulent dansla profondeur des bois．   


